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大学図書館システムを進化させる方法について
もなされていた。 このようなユーザーの中に、 ロー
タス1－2 3の前身とも言うべき電子スフ．レッド
・シート （｢ビジカルク』） を生みだしたダニエル・
ブルックリンもいたのであろう。
また、 ジョージ・ワシントン大学の図書館（ケル
マン．ライブラリー）は、私ｶざ交換研究員として所
属していたCenterfor lnternationalScienceand
TechnologyPolicyと同じ建物の中にあるという
ユニークな構成になっていたが、 この図書館で感心
したことの一つは、アメリカ政府関係の公文書を一
箇所にまとめて配架していることであった。 また
INDEX(記事索引）の取扱いの仕方についても感
心した。使用頻度の高い各種INDEXは、机の付い
た棚に配置されていた。 目の前にあるINDEXを取
り出し、 それを机の上に広げ、座りながらINDEX
を繰ることができ、様々な文献を探し出したり、 メ
モを書いたりすることにもじっくり取り組めるよう
になっていた(1990年時点の観察)。
1994年度の在外研究期間にイギリスのサセックス
大学、マンチェスター大学、オランダのマーストリ
ヒトのリンブルグ大学で滞在したときには、CD-
ROMによる文献検索が一般化していたことに感銘
を受けた。私は、数年前から日経の情報検索を個人
で契約し、家から通信ソフトを使って日経にアクセ
スして、 日経4紙、朝日等などの新聞や雑誌記事等
のオンライン検索を有料で行っている。効果はなか
なかのものであるが、使用料がかなりの額になるこ
と力罫ある。 ところ力罫、サセックス大学やマンチェス
ター大学、 リンブルグ大学でのCD-ROMを用いた
検索は、Economist,Timesなどを始めとする各種
の雑誌、新聞記事の検索ｶゴ無料で行えるようになっ
ていたので、大量のデータ検索をするときには有り
難かった。ただし、ほとんどのパソコンがIBMコ
ンパティブルであったので、私が持って行ったNE
Cのノートパソコンでもダウンロードした検索結果
ｶゴ読み取れるように、 2DDのフロッピー・ディス
クをIBM用にフォーマッティングしたうえでダウ
ンロードし、それをNECノートパソコンで読んだ
り、持参したEPSONのプリンターでう°リントア
ウトしたりしていた（なお、 このような苦労は、
WindowsやDOS/V機の登場によって、計算機文
化が国際化しつつあるので、今後は必要がなくなる
であろう）。オランダのマーストリヒトにあるリン
ブルグ大学の小さな図書館においても、 2台のパソ
コンから、CD－ROM検索力罫できるようになってい
リンブルグ大学の小図書館Bonnetanteklooster
た。ちなみに、オランダのような小国のアブ°ローチ
は、多くのことについて自国において完結したシス
テムを作りあげることは困難であるので、常に他国
との連携、通信を大事にするというものであり、 そ
のような世界の動向に敏感であろうとする姿勢がシ
ンボリックな形でCD-ROM検索用の2台のパソ
コンに現われているようにも感じた。そのパソコン
からヨーロッパの法律データベースの検索や
EconomiStの検索をしばしば行った。
考えてみると、私がCD-ROMを用いて情報を引
き出し、研究に活用し始めたのは、私ｶぎ科学技術庁
科学技術政策研究所の客員研究官を兼務していたと
きで（1988～1993年)、 日本企業各社の研究開発体
制の発展の模様を、大蔵省印刷局発行の「CD
ROM版有価証券報告書総覧財務データ』を用いて
検索したものである。今から思い返すと、 このころ
からCD-ROMが情報媒体として普及し始めていた
のであろう。
1995年4月に1年間の在外研究を終えて関西大学
にもどってきて、 2，3ヵ月後に関西大学総合図書
館でも、 6台のパソコン端末機を用いたCD-ROM
データ検索が行えるようになった。 レファレンス・
カウンターの後ろには、 7連装のCDROMドライ
ブカゴ4台おかれており、 その中にJ BISC (国立
国会図書館所蔵目録) JPCD-ASAX(朝日新聞見
出しデータベース)、Moody'sCompanyDataなど
各種のデータが収められて、誠にたのもしい感じで
ある。
且
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は、本学のコンピュータを管理する情報処理センタ
ーの意向も背後にありそうである。情報処理センタ
ーとしては、図書館に20数台ある端末機が、いつも
コンピュータと接続した状況になっているのは、 コ
ンピュータへの負荷の観点から言って、好ましくな
いと判断しているのであろう。
このような「不穏な前線（突出部)」の状況は、
それに伴ういくつかの「重要問題」 としてどのよう
なものがあるかを明確にすることによって、その実
態を掘り下げて理解することができる。ただし、何
を重要問題であると見なすかは、それぞれの社会集
団ごとに異なっていることが多い。たとえば、情報
処理センターにとっては、 コンピュータへの負荷、
コンピュータ課題番号の管理の問題が重要問題であ
る。 ところが、大学の新入生にとっては、 自分自身
のID番号が何であるのかも知らないこと、 コンピ
ュータの起動のしかたを知らないこと、などの重要
問題を抱えている。新入生の場合、 さらにキーボー
ドの配列を知らないという問題も抱えている。この
ようなことを考え合わせると、蔵耆検索システムこ
そは、関西大学総合図耆館における「不穏な前線
（突出部)」の中でも最も大きなもののうちの一つ
であると筆者は感じているのである。
その他の「不穏な前線（突出部)」をなしている
と思われるものは、次のようなものである。
①工学部と文科系学部の開架図書スペースの割り振
り
2階開架式図書スペースの半分が自然科学と工
学技術関連となっており、他のスペースの半分に
人文科学と社会科学系図書が配置されていること
については、ユーザーの学生数比率を考え合わせ
ると、文化系学生には到底納得できないものがあ
るのではないか。
②学部学生と、教員・大学院生の間での書庫入庫可
能性の格差
現在は、学部新入生や2年次生は、書庫に入っ
て図書の入庫検索をすることができない。 また、
交換協定校からの留学生も入庫検索をすることが
できない。
本来、学部学生の全員に階下書庫の入庫検索を
許したら良いと思うが、そうした場合、教員、大
学院生にとっての静證な研究環境が保てるのかと
いう問題もある。
③貴重本と現代学術雑誌のいずれを重視した蔵書収
集策をとるか
問題を取り上げたトーマス＝ヒューズやジョンーロ
ーによって、 「不穏な前線（突出部)｣ (Reversesa-
lient) と呼ばれている。前線とは、戦争において
戦いが行われている場所であったり、気象において、
異なる気圧の気団が接触する場所であり、そこで雨
が降ったり天気が悪い場所である。前線（突出部）
とは、戦争において、戦線を展開しているときに、
蓮壕を築いて戦線を突出させた部分を言うのである。
このような戦争のメタファーを用いることは必ずし
も楽しいものではないが、現実に人工物をデザイン
していくときには、関係社会集団の間で主張の対立
が見られることもあり、 自集団に有利になるように、
戦線をさらに前に進めて、蓮壕を築くような行為は
しばしば見られる。その意味でこのようなメタファ
ーを採用することにしたい。
｜ ・不穏な前線（突出部）の解消
図書館システムという人工物も、 このような「不
穏な前線（突出部)」をいくつか抱えていると思わ
れる。たとえば、関西大学の総合図書館という人工
物の一要素としての蔵書検索システムも 「前線（突
・出部)」の一つであると言えるのではないか。なぜ
ならば、 このシステムが大学の新入生や文科系の50
歳以上の教員には、かなり利用しにくいものである
と思われるからである。なぜ利用しにくいかといえ
ば、蔵書検索システムへのインターフェイスが初め
て検索システムにアクセスしようとする者に対して
余りフレンドリーではないからである。たとえば、
検索画面に入るのに、LOGONTSSXXXXXXX
S(3000) と入力しなくてはならない(XX･ ・の
部分はID番号)。そのうえでパスワードを入力す
る。そうしてコンピュータが利用可能となったこと
を示すREADYというメッセージに対して、KUL
と入力する必要がある。 もし一連の入力のうちの一
つでも間違えば、検索のメニュー画面にも到達でき
ないのである （なお、図耆館内には当初からメニュ
ー画面になっている端末機も数台設置されている。
特に、教員・校友用のものについては当初からメニ
ュー画面が設定されているが、学生にとってはその
方力釘使いやすいためか、 よく教員・校友用の端末機
が学生によって占有されているのを見いだす)。
このようなフレンドリーでないインターフェイス
を取り払って、なぜ最初から端末機画面をメニュー
画面にしておいて、誰でも容易にアクセスできるよ
うにしておかないのであろうか。このことについて
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